
３．今年度の取り組み

２．これまでの取り組み状況（公共交通空白地域等へのコミュニティ交通）

コミュニティ交通部会について

１．目的

資料５

◼ バス路線等でカバーできない地域は、地域と連携しながらコミュニティ交通を導入し、日
常生活に必要な移動手段を確保

◼ 地域の特性や実情に応じた新技術（AI、ICT）を活用した新たなコミュニティ交通の
導入について検討

■公共交通空白地域

停留所等（路線バス停や鉄
軌道駅）からの距離が1,000
メートル以上離れた地域

■公共交通不便地域

公共交通空白地域以外の地
域であって停留所からの距離が
500メートル以上1,000メート
ル未満の地域

◼ ＡＩデマンドタクシーとは

➢ スマホのアプリなどに行き先を入力すると同じ方向に向かう人と組み合わせて配車
➢ 料金はタクシーより安く、鉄軌道・バス・コミュニティー交通より高い
➢ 相乗りだが、タクシーの同等の機能でドア・ツー・ドアの移動が可能
➢ 既存の公共交通と競合しない新たな移動手段の可能性

◼ 実証実験の概要

① 目的 ・ 既存公共交通を補完し、効率的な運行を可能とするAIを活用した新

たなコミュニティ交通の実証実験を行い、今後の導入可能性を検討

・ 本年度は、産官学による相乗りタクシーの実証実験を実施

② 時期 令和３年度 秋頃

③ エリア 健軍地区周辺

④ ターゲット 市民の方々の日常使い（通勤、通学、通院、買い物など）

⑤実施主体 産官学（熊本学園大学、熊本大学、タクシー事業者、熊本市等）

新たなコミュニティ交通の導入

◼ アンケート調査の実施

➢ 乗合タクシーは、既存バス路線の廃止等に伴う代替の移動手段として、既存の公共交
通を補完する形で導入しているものであるが、利用者のニーズに対応できているのかといっ
た課題があると認識

➢ 乗合タクシーを導入している地域において、区役所、市タクシー協会とも連携しながら、
利用者、タクシー事業者等へのアンケートを実施

➢ アンケートで得られた情報をもとに、現在の利用者の傾向・現行制度の課題・利用者か
らの要望等を整理し、よりよい制度へと見直しを行う

◼ 未導入地域やバス路線廃止等により新たに公共交通空白地域等となる地域における
乗合タクシーの導入について、引き続き検討を行う。

公共交通空白地域等における予約型乗合タクシー

▲ AIを活用したデマンドタクシーイメージ（荒尾市資料）


